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上記日程で第24回北海道臨床工学会が開催されます。  

会員皆様の日常業務及び創意工夫、研究など多数の演題発表をお願い申しあげます。  

また、参加を予定されている方や関係者の皆様におかれましては、内容が変更になることがあります

ので「公益社団法人 北海道臨床工学技士会ホームページ」で随時確認下さい。 

時節柄、御多忙のことと存じますが多数の参加をお願い申し上げます。  
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（重要!!）演者の皆様へ 

－投稿原稿提出についてのお願い－ 

                 

  公益社団法人 北海道臨床工学技士会 

広報委員会 

 

今回、発表される一般演題を会誌に掲載いた

します。掲載を希望される方で、学会当日に投

稿原稿を提出されない方は、「投稿・執筆規定」

に従い、下記の期日までに必ず投稿原稿を提出

して下さい。提出は郵送でもメールでも受け付

けます。 

編集用に用意しているパソコン(Windows)

に は 、 Microsoft の Word2010 と Power 

Point2010に対応できるようにしています。原

稿はWord、図表にはPowerPointを用い、上記

環境にて正常に動作するデータでお送り下さ

い。また、図表は白黒に修正してからお送り下

さい。 

なお、公益社団法人北海道臨床工学技士会会

誌は現在ISSN登録となっています。今回発表

される内容を他学会にて全く同じ内容で論文

投稿の予定がある場合は二重投稿とみなされ

ますので、注意をお願いいたします。 

 

期 

締め切り期日： 2014 年 1 月 15 日（水）必着 

原稿送付先：〒070-8610 

 北海道旭川市金星町 1 丁目 1-65 

        市立旭川病院 臨床工学室 

      窪田 將司<Kubota Syouji> 

 

Phone ：0166-24-3181(内線 8307) 

FAX ：0166-24-1125 

Mail : s_kubota@city.asahikawa.hokkaido.jp 

 

※後日投稿の意志に変更が生じた場合も、上記

まで連絡をお願いいたします。 

北海道医療新聞掲載 

2013 年 11 月 1 日付 

当会では医療機器の安全運用強化のために点

検・整備済みテープ「点検バン 」を考案し、

希望施設で運用しています。この取り組みが北

海道医療新聞に掲載され紹介されました。 

このテープはオーダーメイドで最小発注本数

が 600 本であるため、当会の経費で製作するこ

とが困難であったため株式会社アクティブメデ

ィカルの協力を得て発注・製作してもらいスト

ックしております。 

尚、当会でこのテープを斡旋することによる

利益は一切ありません。また、株式会社アクテ

ィブメディカルも必要経費以外、利益を求めて

おりません。あくまでも医療機器安全運用上の

有用なツールとして紹介致しています。 

このテープの詳細を知りたい方は当会 HP の

Information をご参照下さい。 

 

mailto:s_kubota@city.asahikawa.hokkaido.jp
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去る 11 月 12 日に北見市民会館において北海

道手術室安全セミナーin 北見が開催されまし

た。 

本セミナーは以前より電気メス安全セミナー

として開催しておりましたが、近年の医療安全

に対する意識の高まりを踏まえ、手術室の安全

管理のみならず、病院全体の医療安全という広

義の話題を取り扱うセミナーとして、これまで

に札幌、旭川、函館、釧路、帯広など全道各地

で過去 15 回開催し、好評を頂いております。 

講演内容は医療安全をテーマとして具体的な

事故事例を織り交ぜながら情報の共有とその対

策について学べ、日常業務に役立つ内容で行わ

れました。 

本セミナーにご協力いただき、講義していた

だいた先生方、座長の労をお取りいただいた先

生方に深く御礼申し上げます。 

質疑応答 Q＆A コーナーの様子 

去る11月2日にTKP札幌ビジネスセンターア

ネックス6Aおいて北海道心カテセミナーVol.3

が開催されました。本セミナーは「カテ室業務

を極める」をテーマに当会と株式会社GOODMAN

の共同で催されました。 

セミナーでは「 スペシャリストに聞く ～心

カテ業務の How to～」と題して星総合病院 添

田信之先生と名古屋ハートセンター 山口敏和

先生にスペシャリストが持つノウハウを解りや

すく講演していただきました。 

 パネルディスカッションの演者の皆様、ご講

演頂いた先生方に深く御礼を申し上げます。 

パネルディスカッションの様子 

2013 年 10 月 26 日に、札幌北楡病院 講堂に

おきまして、「アフェレシス技術セミナー2013」

と「第 33 回日本アフェレシス学会北海道地方

会」が開催され、道内各地より多数のご参加頂

き、盛会裡に終えることができました。 

本セミナーは当会の主催、日本アフェレシス

学会北海道地方会の後援を頂き合同開催致しま

した。 

3題行われた技術講演では、川澄化学工業株式

会社、株式会社JIMRO、東レ・メディカル株式

会社の3社のご協力のもとアフェレシス療法の

原理、適応疾患や治療効果についてわかりやす

く講義していただきました。 

 開催に当たり後援頂いた日本アフェレシス学

会北海道地方会、ご協力頂いた各社の皆様に御

礼を申し上げます。 

アフェレシス技術セミナーの様子 



2013-(4)            公益社団法人 北海道臨床工学技士会ニュース            ２０１３年１２月 

◆RM ニュース◆ 
 
＜群馬県の病院職員を収賄容疑で逮捕 

 業者から海外旅行接待、医療機器の選定

で便宜＞ 

 医療用機器の選定で便宜を図り、海外旅行の

接待を受けたとして県警捜査 2 課などは 21 日、

安中市原市、公立病院臨床工学科長（47）を収

賄容疑で、伊勢崎市東町、医療用機器等販売会

社社長（54）を贈賄容疑で逮捕した。両容疑者

は「海外旅行に行ったことは間違いない」と供

述しているというが、県警は認否について明ら

かにしていない。 

 逮捕容疑は、2011 年 12 月 21 日にあった人

工透析用医療機器の入札で、同社が代理店とし

て扱っていたメーカーの機種を選定するなど便

宜を図った見返りとして 12 年 2 月中旬ごろ、3

泊 5 日のハワイ旅行（約 10 万円相当）の接待

を受けたなどとしている。 

 同課によると、容疑者は 10 年 4 月から今年 3

月にかけ、同病院の透析室看護師長を務めてお

り、同室で使用する医療用機器を選定できる立

場にあったという。入札は指名競争入札で複数

の社が参加、人工透析用水処理装置など 2 点（計

約 1300 万円相当）の売買契約を結んだという。 

 県警は 21 日、同病院や安中市など県内数カ

所を家宅捜索した。 

 10 月 22 日掲載：毎日新聞 

仁友会 北彩都病院  

診療技術部 臨床工学科 

山本勝仁 

 

旭川市内の中学校では、「職業講話」という社

会で働いている方々が仕事について中学 1 年生

を対象に話をするという授業を行っている学校

があります。その中で私は、臨床工学技士につ

いて話をする機会がありました。 

臨床工学技士の業務や職場の様子などパンフ

レットやスライドを使用しながら説明しました

が、ドラマに出てくるシーンを例えると頷く生

徒もいたりして、やはりメディアの影響はすご

い！と再認識しました。生徒達からは、「働いて

いて良かった事や大変な事は？チーム医療って

何ですか？」など中には鋭い質問もあり、私自

身とても有意義な時間を過ごすことができまし

た。 

実際にユニフォームを来て話をしましたが、

子供達の目にはとても新鮮に映ったようで、廊

下を歩いている時も目を丸くして見ている生徒

もいて、ちょっとだけ中年が輝いた気がしまし

た。この事をきっかけに、臨床工学技士という

職業に興味を持ってもらえたらと思います。 

 

当会事務局から以下の 2 点お知らせ致します。 

① 12 月 15 日工学会で北海道臨床工学技士 

団体賠償責任保険の受付窓口を設置しま

す。 

② 勤務先、自宅住所等、登録情報が変わった

場合は、ホームページの会員情報変更より

お知らせください。 

 

中学校での授業の様子 

http://mainichi.jp/search/index.html?q=%E5%8F%8E%E8%B3%84&r=reflink
http://mainichi.jp/search/index.html?q=%E5%8F%8E%E8%B3%84&r=reflink
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#3 

皆さんこんにちは。公益事業推進委員会です。今回も公益事業推進委員会の活動について報告

させて頂きます。 

■厚生労働省がＡＥＤの日常管理に関する文書を各都道府県知事あてに通達 

 9 月 27 付で「自動体外式除細動器（ＡＥＤ）の適切な管理等の実施について（再周知）」とい

うタイトルで、『インジケータの確認』『消耗品の交換』への周知を促す様通達が出ています。再

周知というタイトルでお分かりの様に同様の通知が過去に数回出されており、厚労省の関心の高

さがうかがえます。 

■北海道庁訪問 

10 月 16 日に室橋会長と公益事業推進委員会委員長の齊藤、別件にて危機管理委員会阿部委員

長の三名で、北海道庁保健福祉部医療政策局医療薬務課医療政策グループを訪問し、ＡＥＤ日常

点検講習の活動実績について報告して参りました。厚労省からの上記通知が出された事も相まっ

て非常に熱心に報告を聞いて頂けました。今後北海道庁から通達を降ろす際に活動の紹介を添え

て頂く事等、北海道庁からのバックアップを会長から依頼して貰い、道庁側から快諾を頂きまし

た。 

■（株）北海道医療新聞 Fax 版に当委員会の活動が紹介される 

 10 月 24 日付けの（株）北海道医療新聞社の情報誌『メディア２１』に我々の活動および、こ

れまでの活動件数と受講施設での日常点検状況が改善した旨の効果が紹介されました。 

■北海道庁から出されたＡＥＤ日常点検に関する通知に当委員会活動が紹介される 

上記厚労省通達を受け、北海道庁保健福祉部医療政策局医療薬務課長名で道内各団体長宛に 10

月 24 日に出された「自動体外式除細動器（ＡＥＤ）の適切な管理等の実施について」の中で、当

委員会の講習活動が紹介されました。ＡＥＤの日常点検を周知する通知の中で紹介して頂いたの

は今回を入れて三回目になります。講習申込みの増加が期待されます。 

■公益活動実績 

市民公開講座：北海道工業大学オープンキャンパス（9/28）,参加４５名にて盛況に終了 

市民公開講座：吉田学園学園祭（9/29）,参加６５名にて盛況に終了 

ＡＥＤ日常点検講習：医療法人やわらぎ会介護老人保険施設やわらぎ苑（9/13） 

ＡＥＤ日常点検講習：グループホームトトロの森（10/17） 

ＡＥＤ日常点検集団講習：（株）ダイナム（10/25） 

（上記通達、報道を受け問い合わせが数件来ている状況です） 
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このコーナーは、平成2４年度の卒業生で北海道臨床工学技士会より表彰を受けた道内臨床工

学技士養成校の卒業生に、現在の状況や今後の抱負など熱い思いを語ってもらうコーナーです。 

今回は、平成２５年 3 月に北海道ハイテクノロジー専門学校を卒業し、現在苫小牧王子総合

病院にて勤務中の村上徹郎さんです。 

苫小牧王子総合病院  

村上 徹郎  
（北海道ハイテクノロジー専門学校 卒業） 

 

私は、今年の 3 月に臨床工学技士の国家試

験に合格し、4 月より苫小牧王子総合病院に

臨床工学技士として勤務しています。現在は

血液浄化業務専属の技士として充実した日々

を過ごしています。 

 私は人とコミュニケーションをとるのはあ

まり得意ではなく、実際に血液浄化室で勤務

に就いたときも患者様とはあまりコミュニケ

ーションをとらず、透析施行中の静脈圧や脱

血状態のみを気にしていました。 

 そんな中、先輩方や血液浄化室の看護師の

方々が、患者様との日常会話の中からその日

の体調や透析に対する不安などを聞いている

のを見て、自分は今まで「対機械の治療」を

していたこと、数字のみで患者様の状態を分

かったつもりになっていたことに気が付き、

自分の間違った考えと慢心を恥ずかしく思い

ました。 

 それからは、機械を通して患者を看るので

はなく患者様との会話の中からその日の体調

や不安を把握し患者様が不快な思いをするこ

となく透析が受けられるようにしたいという

「対患者の治療」を提供できるよう患者様と

のコミュニケーションを積極的にとるように

しています。 

 そのためには、コミュニケーション能力の

みではなく、血液浄化の知識、看護の考え方

をもっと身に付ける必要があります。そこで

私はもう一度血液浄化の基礎知識から学び直

し、その知識が現場でどのように活用できる

のかを考え実践し、その中でまた新しい疑問

や問題点を探しそれを解決できるかを考えな

がら業務に当たっています。また看護の分野

では、看護に対する考え方を一から勉強し、

患者様が今何をして欲しいのかを考え、患者

様が望む看護ができるように努力していま

す。 

 実際現場で働いてからは半年しか経ってな

く経験や知識もまだまだ足りませんが、一日

も早く臨床工学科の先輩方や血液浄化室の看

護師の方々と同じレベルで仕事ができるよ

う、また患者様により良い透析を提供できる

ようにこれからも努力を怠らず日々前進して

いきたいと思います。 
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下記に示すセミナー、学会等が開催されます。

皆様多数の参加をお願いいたします。詳細は公益

社団法人 北海道臨床工学技士会ホームページ

または各記載の web サイトをご覧ください。 

****************************************** 

2013 年 12 月 15 日（日） 

「第24回北海道臨床工学会」 
会場 北大学術交流会館 

札幌市中央区北8条西5丁目 

http://hcea.umin.ac.jp 

****************************************** 

2014 年 4 月 19 日（土）～4 月 20 日（日） 

「第41回日本血液浄化技術学会学術大会」 
会場 北大学術交流会館 

札幌市中央区北8条西5丁目 

http://www.jyouka.com/jstb41/演題受付中 

****************************************** 

 

平成25年度11月までの理事会からのお知らせ 

 第 24 回北海道臨床工学会開催について 

 上半期正味財産内訳について 

 医療機器点検・整備識別テープ普及推進に

ついて 

 道庁との情報交換について（公益推進事業

委員会・危機管理委員会） 

 賠償責任保険について 

 会費未納者の対応について 
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